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損
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29年3月10日(毎月1回最治 問

ま叶ぎ規るそ詳言、反怒る再生…昨も行常ケヲmJ7コ!苦言ム口…一 ℃ 
りぺ新槙との至す;ア題Jけ多!の政，嶋一台えのると必とで長七I 第 J広之 lyτ丈に引もよ亡、注 予は葉昔

持 E28Eけそ主計三日吉芸E紅ド許可はじ君主主三日長男EZt
公務下まーとるのののあ後制 lるも要 rり 1;.f 町か的そぇ生品故のそで bれ h~y かあで準年字が間町駅民釦部
'r; ，，~とにりつし点カず結特川度度ゴが試に;求託生村ね意れてじ別問でのも法て村町る言う法のとも耳村れとう事者~'"C:~

た竺ヰ三ZT音量主孟ZLιゑ乏J35Z-2苦Z2去善春官官主主正義嘉言昔話22主主主E在ごすm!?貴君
k 未強情共李主、鞍 1政治:吾最度らつま必と制併。規!方損の界 廃 方 、 布 一 種 が た と る が も ラ 新
あ Tご期も日さ¥イヒ診す世同もはないか要言定促 定 自 、 で 変 置自今に日わ法書い。金、ジ聞

J れるーなーにあ本れーさ境るよヲ食;深、いて合がうす迭 さ治手あ更分 治 でな町ノれ律葉う 園町オを

時明るて地て制内-つが度三域f品a亡方其即のの園陪がさや自あけそすネ とこ i司Iあ自徹一現て治出の
つ代治と、方町度のてtグ ボ : を : 告 し 入 の の ち で 下 を 唐 、 か は 治 つ ると世ゐ考と村つ治す新駅いいし地

i J.のにとそ行村の治ト戟 徳護 主串 とっ さ私 後現 あに 分の 大の り体 て政 に会よえが C てのる憲で堪てて方
a 迂制入にの政は確安、舌t'IH 蓮 }}L~・ CfJ_て領拒在る保つ制化ぼ匿と、治はのそら先規、拡に法あえは J長公
正一余度った地上陸立をは幕 ιとり園イヒ園のがのて度のつ史しわが何存 洋 れ 十 槙 そ 充 つ の る ら そ 捗 共

曲 の で つ 位 の 人 を 強 ゐ府たす、の或制町ー、制園を改て以てが見等在の?と出を孔がい根。れの、圏
、折基ーたをー格計イヒさのとるむ地は度村と度郡轍新考前の園らかす東の発誼にそて本 土工負特体

いoô~~ ， . _ .;?マを本との認機を る し ま 時 い 隣 し 方 鞍 犯 に の を 旦 入 に え の 起 に れ のる西で点正ヲのは精 い担にが
下村:目見 制り経をのでめ関有に、 り、代わ保ろ制闘よ相旦設としよら上源治た形 と を あ と に い 前 、 榊 とに町赤
井、制治町訟 二 三 て 利 徳 あ ら と す 至 行、とれの小度時る営保けし、つれ代はけのにと問るたすて提地乞 言と村字
三皆、村律、周川るれしるつ政闘 志る制地の代地しはた旦全てるに、るで 1きるわ。るるはで方貫 ううにを

7-し町と謂 いンーので在古うえ多 ζ 十こは ののに十全とし合のに域肝のは立主主の町制と一合針蹴月で拡を婆らとい実的れ町主主
・て村は わるト町るにつのくの二十一其で大減四間連め併費し狭要資、自す区 村をの併とに内あ大合詩、のもは‘ど村つ
るを¥れ。と村ったて編は聞と八万後あ合少を町べぎし力て小主主力各治と域 は施訓をしよ務るす併と行事の自官も自た一
り最 λιる 町言はてい、入、のた 年 三 翻 る 併 し 一 村 ち る て た 独 も り を 町 の い を各行令強てつ大つるしじ政実で治治、治の

で 口部 町村う八、て町に市町つに 百 減 。 と ? と 万 数 れ ベ 有 き 立 し 、 . 有 村 白 え存ノケすの行、て臣明必ててののあの的著とで
J 八村合と，六人も村よ制村たはニし た日月五七、かカも自〈故すに的ど す濁る中し擢中訓治要町、近下つ名でーし称あ
適千の併と@口極のつ実数の九十て つ治千万今ちのの治はにるたをもる 立ににたカ央令こが村-旧代にた称あくせる
E を誼 促陀三八め規た施ので千四終 て二八一年す手町はに戸町 ζ い達、をしつはの的政第十あの時化会。につ中ら
規有正謹友パ千て模も或減量う六、職 現十百千の云村 C 耐口村とてすそ保てい「でに府三一つ規ののいそ値て央れそ

・模す規 法つ l 以狭はのは少る百昭営略れ二二三間々たれゆ僅のま相るの則従て町あ町の五年?と模単純てしし、集たれ
トとる模にてセ下小現で市のがこ和時 た年十互に」らをる少区た当に独と官官は村る村方二六の~位対すて完工事槽けは

鵠)j般 i');";の~'4二人ニ: 提模ま?と町優針因。と点の規す去に分t'C実 し理化才でれ議'れウと八 あ間今三れし合ノ〈年八で昭て、併
処智正約Jい?ふ:宮町示にやの村先がのとか合模る共鹿後湾施『て化」会ある ~'jとプは千町る題fや七ば 7と併 I 九、 K 和、促

村 ナ つ 市 で を 権 府行はら理十てと園理の慮す行いにと共つ)紳地勧昭以村@イヒ金三金。しセ月二人三昭遣
はるい町吊、謹 を鯨政局、そ的っと休す行する政るつし圏ての戸 方 告 和 上 の さ国と園そてン一四口十和基

.-一目白，'_数とて村営る認よ事要の能いでのる政ぺに事。いて体、勧歪 制 に こ に 誼 れ的たのの解 i、日一八一二本
、i骨芯忠君宍l~; 行"均;人" t'Cとー特舎とめり務で合率てあ規?と事きあ務 て町のそ合員度よ十す正 ℃陀る町計泊七現(千年十計

泊ど際々既ゼ:町下二代ア訂しに曜に議と ‘ も 再 あ 理 的 も る 模 め 務 と た の 戎村規のに会調つ回る規 い 町 の 村 蓄 す 、 在 昭 未t九八番
ど行陀つ 'ν 村口ばてしの町とを強市配るイヒ処行。をにそとつ再 の規模中よと 査て年と模 る村で数がる八)和満月年を
、ιわそてトのに五約?と標村しめカ町分がを理政府合、酔はて配 如 模 の に る 通委設秋言をな所合あは完と三のごの末度決
れ÷の、) 益還千一。準のてさ:'1.主村の、闘の事 l際理地吾容再つ分 くの合『も称員置シう人川以併つ三了と二九十一町日か定
， ，":JZ事現に休し余万 を規はし市 に方今る観務の化方的配ぎを 記合理地のさ 会さヤと口 でがて、すとを五八村まらし

(4) ① ぬ② i ① が方のの実きのよ度会〈断諸が
き識件を右とをい村るそ業部をを E町とるいその規的 k 重土園話学慮る翠育離つ設に方とつ人誼法賞委施で規うを会小し種多
るムたと形の ξ ↑1翼てのもれ形市芳可 つ 村 と 共 て れ 共 模 な に 嬰 う 民 合 校 す 事 的 施 を て 置債a::。い口当を情員にあ模主主標むさたのい
か培し成外。重は都のん態と慮官 官経職。同はを過を庭、 t主主主健稿、る情主主設遠住す大除人てとで調に会首る~の点準ね h 結資。

。ど養てす、 陀、市が¥の農すた 済 員 一 処 組 と す 検 理 そ 事 、 康 世 土 必 も 経 等 く 民 る たい口充面あ査即そっと合をと人二時ヘ果づ特I当
うす住るー 比そへあの異村二るーl ら的の 理合える討をれ務町保、木要あ瞥にしのと面て密分積ろ研し設て考理検し町村νY~\;-"-1ヒ子会
か←与具墓、つ 較 の の る 機 る と を し友最 をそる規し可ぞに村険会、がるをつ、役と積は度配とう究たりはえイヒ討て七~，去庄椋議
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